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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月17日(2015.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の制御装置は、デジタル放射線撮影装
置を制御して放射線撮影を行う制御装置であって、
　特定の撮影モードでの撮影指示を検出する検出手段と、
　前記放射線撮影により得られる放射線画像データを外部に転送する転送手段と、
　前記転送が失敗した場合に、再送タイムアウト時間内で再送処理を実行させる制御手段
と、
　第一の撮影モードで撮影される複数の放射線画像データのうち最後に転送される放射線
画像データについて、該複数の放射線画像データのうち該最後に転送される放射線画像デ
ータとは異なる少なくとも１つの放射線画像データについての再送タイムアウト時間とは
異なる再送タイムアウト時間を設定する設定手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放射線撮影装置を制御して放射線撮影を行う制御装置であって、
　特定の撮影モードでの撮影指示を検出する検出手段と、
　前記放射線撮影により得られる放射線画像データを外部に転送する転送手段と、
　前記転送が失敗した場合に、再送タイムアウト時間内で再送処理を実行させる制御手段
と、
　第一の撮影モードで撮影される複数の放射線画像データのうち最後に転送される放射線
画像データについて、該複数の放射線画像データのうち該最後に転送される放射線画像デ
ータとは異なる少なくとも１つの放射線画像データについての再送タイムアウト時間とは
異なる再送タイムアウト時間を設定する設定手段と
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　を備えることを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記最後に転送される放射線画像データについての再送タイムアウト
時間として、前記最後に転送される放射線画像データとは異なる少なくとも１つの放射線
画像データについての再送タイムアウト時間よりも長い時間を設定することを特徴とする
請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記最後に転送される放射線画像データについての再送タイムアウト
時間として、前記最後に転送される放射線画像データとは異なる少なくとも１つの放射線
画像データについての再送タイムアウト時間よりも短い時間若しくは０を設定することを
特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項４】
　デジタル放射線撮影装置を制御して放射線撮影を行う制御装置の制御方法であって、
　特定の撮影モードでの撮影指示を検出する検出工程と、
　前記放射線撮影により得られる放射線画像データを外部に転送する転送工程と、
　前記転送が失敗した場合に、再送タイムアウト時間内で再送処理を実行させる制御工程
と、
　第一の撮影モードで撮影される複数の放射線画像データのうち最後に転送される放射線
画像データについて、該複数の放射線画像データのうち該最後に転送される放射線画像デ
ータとは異なる少なくとも１つの放射線画像データについての再送タイムアウト時間とは
異なる再送タイムアウト時間を設定する設定工程と
　を備えることを特徴とする制御装置の制御方法。
【請求項５】
　被検体に対してＸ線を照射するＸ線発生部と、
　前記被検体を透過したＸ線を検出し、該検出したＸ線に基づいて前記被検体のＸ線画像
を生成するＸ線画像生成部と、
　前記Ｘ線画像生成部から前記Ｘ線画像を取得し、該Ｘ線画像を取り扱う機能部に対して
該Ｘ線画像を転送する制御部と
　を有するＸ線撮影装置であって、
　前記制御部は、前記Ｘ線発生部及び前記Ｘ線画像生成部により撮影された１枚のＸ線画
像を前記機能部に転送した後に該機能部から該Ｘ線画像の再送要求を受けた場合には、予
め設定された再送時間内に該Ｘ線画像を前記機能部に対して再送し、
　前記制御部は、
　連続してＸ線画像を撮影することで複数枚のＸ線画像を撮影するための動画モードが設
定されている場合には、前記転送後に次のＸ線画像の撮影を開始するまでの期間を前記再
送時間として設定し、
　１枚のＸ線画像を撮影するための静止画モードが設定されている場合には、予め定めら
れた時間を前記再送時間として設定する
　ことを特徴とするＸ線撮影装置。
【請求項６】
　前記機能部は、前記転送のエラーを検知した場合に、前記再送要求を前記制御部に対し
て送信することを特徴とする請求項５に記載のＸ線撮影装置。
【請求項７】
　前記制御部は、動画モード、静止画モードの一方から他方に切り替わったことを検知し
た直後の再送時間として、動画モード時に設定される再送時間及び静止画モード時に設定
される再送時間よりも短い再送時間を設定することを特徴とする請求項５又は６に記載の
Ｘ線撮影装置。
【請求項８】
　放射線を検出して画像信号を得る放射線検出器と、
　前記画像信号に基づく放射線画像データを外部の装置に出力する出力手段と、
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　外部の装置からの第一の信号に応じて前記放射線画像データの少なくとも一部の再出力
を前記出力手段に開始させ、前記外部の装置からの第二の信号を受信するか、前記再出力
の開始から特定の時間が経過するまで前記再出力を継続させる制御手段と、
　前記画像信号を得るための放射線撮影の第一の撮影モードの次に実行される第二の撮影
モードに基づいて前記特定の時間を設定する設定手段と
　を有することを特徴とする放射線撮影装置。
【請求項９】
　前記設定手段は、前記第一の撮影モードで得られる画像について最後に撮影又は転送さ
れる放射線画像データについての前記特定の時間を前記第二の撮影モードに基づいて設定
する
　ことを特徴とする請求項８に記載の放射線撮影装置。
【請求項１０】
　前記設定手段は、第一の撮影モードと前記第二の撮影モードとに基づいて前記特定の時
間を設定することを特徴とする請求項８または９に記載の放射線撮影装置。
【請求項１１】
　前記設定手段は、前記第一の撮影モードが動画撮影であり、前記第二の撮影モードが静
止画撮影である場合に、前記第二の撮影モードが設定されていない場合によりも前記特定
の時間を短い時間に設定する
　ことを特徴とする請求項１０に記載の放射線撮影装置。
【請求項１２】
　前記設定手段は、前記第一の撮影モードが動画撮影であり、前記第二の撮影モードが静
止画撮影である場合に、前記特定の時間をなくす設定をする
　ことを特徴とする請求項１１に記載の放射線撮影装置。
【請求項１３】
　更に、撮影モードの切り換え指示を検出する検出手段を備え、
　前記制御手段は、前記撮影モードを切り換える際に待機時間を設け、
　前記設定手段は、前記検出手段により前記第一の撮影モードから前記第二の撮影モード
に切り替える指示が検出された場合に、前記特定の時間を前記待機時間を越えない時間に
設定する
　ことを特徴とする請求項８乃至１２のいずれか１項に記載の放射線撮影装置。
【請求項１４】
　放射線検出器から画像データを受信する受信手段と、
　前記放射線検出器に対して前記画像データの再送信を要求するための信号と、前記再送
信の完了の前に前記画像データの再送信を打ち切るための再送時間を示す信号とを送信す
る送信手段と、
　前記画像データを得るための放射線撮影の第一の撮影モードと、該第一の撮影モードの
次に実行される第二の撮影モードとに基づいて前記再送時間を設定する設定手段と
　を有することを特徴とする制御装置。
【請求項１５】
　被検体に対してＸ線を照射するＸ線発生部と、
　前記被検体を透過したＸ線を検出し、該検出したＸ線に基づいて前記被検体のＸ線画像
を生成するＸ線画像生成部と、
　前記Ｘ線画像生成部から前記Ｘ線画像を取得し、該Ｘ線画像を取り扱う機能部に対して
該Ｘ線画像を転送する制御部と
　を有するＸ線撮影装置の制御方法であって、
　前記制御部は、前記Ｘ線発生部及び前記Ｘ線画像生成部により撮影された１枚のＸ線画
像を前記機能部に転送した後に該機能部から該Ｘ線画像の再送要求を受けた場合には、予
め設定された再送時間内に該Ｘ線画像を前記機能部に対して再送し、
　前記制御部は、
　連続してＸ線画像を撮影することで複数枚のＸ線画像を撮影するための動画モードが設
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定されている場合には、前記転送後に次のＸ線画像の撮影を開始するまでの期間を前記再
送時間として設定し、
　１枚のＸ線画像を撮影するための静止画モードが設定されている場合には、予め定めら
れた時間を前記再送時間として設定する
　ことを特徴とするＸ線撮影装置の制御方法。
【請求項１６】
　放射線を検出して画像信号を得る放射線検出器を有する放射線撮影装置の制御方法であ
って、
　前記画像信号に基づく放射線画像データを外部の装置に出力する出力工程と、
　外部の装置からの第一の信号に応じて前記放射線画像データの少なくとも一部の再出力
を前記出力工程で開始させ、前記外部の装置からの第二の信号を受信するか、前記再出力
の開始から特定の時間が経過するまで前記再出力を継続させる制御工程と、
　前記画像信号を得るための放射線撮影の第一の撮影モードの次に実行される第二の撮影
モードに基づいて前記特定の時間を設定する設定工程と
　を有することを特徴とする放射線撮影装置の制御方法。
【請求項１７】
　放射線検出器から画像データを受信する受信工程と、
　前記放射線検出器に対して前記画像データの再送信を要求するための信号と、前記再送
信の完了の前に前記画像データの再送信を打ち切るための再送時間を示す信号とを送信す
る送信工程と、
　前記画像データを得るための放射線撮影の第一の撮影モードと、該第一の撮影モードの
次に実行される第二の撮影モードとに基づいて前記再送時間を設定する設定工程と
　を有することを特徴とする制御装置の制御方法。
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